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師
植
は
然
詳
し
く
は
術
数
仙
沼
時
湾
暗
部
へ

滋
$
れ
す
べ
て
の
綴
人
に
端
刷
用
哨
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
a

ま
た
一
雨
後
対
緩
か
ら
の

総
人
の
時
制
昔
前
が
常
納

常
市
長
選
挙
が
'A
丹
羽
詰
(
日
)
に
日
り

わ
れ
ま
寸
の

よ
く
見
ー
よ
く
聞
き
、
よ
く
撃
た
て

市
政
を
訴
す
人
を
滋
び
ま
し
ょ
う
a

wv
役盤情
U

H

1

月
れ
お
〈
臼
)

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
や

wv
投
議
所
品
開
糊
融
緩
は
前
回
よ
り
2
か

所
地
え
沼
か
品
開
に
な
り
ま
し
た
。
桃
抗
議

口
出
山
崎
ぶ
純
潔
は
昨
年
間
前
片
山
州
自
の
市
長

選
挙
特
議
暗
に
酬
明
組
制
し
て
あ
り
議
す
の

で
、
お
過
り
し
た
設
耐
判
所
前
軍
務
泰
宏
線

路
内
う
え
該
当
校
務
所
へ
お
山
田
か
け
〈

だ
さ
い
。
な
お
務
相
情
勢
の
附
掛
か
な
か
っ
た
人
、

絞
殺
し
た
人
は
番
役
務
所
的
受
付
に
中

し
で
て
く
だ
さ
い
。

wv
遜
盛
綴
出
砧
築
構
図
ず
拍
車
か
月

「
誌
孫
子
に
引
仙
唱
し
て
3
か
月
た
つ

の
い
い
絞
犠
所
笠
理
券
が
綴
か
を
い
」
寸
投

時
計
呂
町
q
o
か
汚
以
上
も
的
問
か
ら
品
開
ん
で

1 :30-4:号合我孫子市総工会館

向
も
機
大
し
て
い
ま
す
。

4
7し
た
現

状
を
踏
ま
え
最
年
度
か
ら
京
市
内
的
一
部

公
・
私
立
出
陣
帯
同
闘
で
鐙
祥
晴
保
世
間
合
試

行
総
に
一
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

師
哨
税
制
部
4
絢
丹

Z
日
以
除
、
縁
体
明

乳
児
保
有
明
者
諦
竣
す
る
方
は
次
的
制
町
制
削

で
申
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

制v
終
織
す
る
用
問
臨
問
問
幽

。
公
成
湖
北
吉
田
祐
育
帥
附
2
4
0
5
 

印
刷
帆
立

問
(
国

)
7
7
7
1

枠
制
緩
保
育
翻

官

(
m
m
d
O
8
7
4

V
H相
級
地
再
生
後
円
相
日
以
上
8
か
月
未

満
の
乳
党

芳
郎
障
費
闘
幽
入
閣
媛
噛
中

係
察
機
外
勤
務
③
家
綴
附
労
働
③
母
叫
執

が
い
な
い
袋
務
総
が
病
気
後
綴
人
的
者

い
る
の
に
枇
属
議
券
が
総
か
な
い
い
な
ど

1
R由
民
的
投
線
総
に
会
社
内
出
媛
、

的
問
い
合
わ
せ
が
選
挙
め
だ
が
ド
選
挙
泌
駿
子
議
、
旅
行
な
ど
ゃ
ん
U
を
え
な
い

菅
波
議
飽
刷
会
に
殺
到
し
主
す
が
、
公
職
毘
務
的
た
め
役
祭
で
き
h
u
い
だ
は
不
筏

選
挙
法
で
は
議
場
mn
か
ら
3
か
丹
以
上
者
投
棄
が
で
急
牢
て

を

仰

抱

一

算

し

ま

す

。

@

鰯

餓

1
月
日
間
口
か
ら
凶
日
ま
で

今
出
閣
の
前
後
選
挙
内
基
融
自
は
1
月

@

時

間

午

抽

出
8
時
加
分
か
ら
午
後

9
日
で
す
か
ら
吻
こ
の
尽
か
ら
3
か

n

s
時
ま
で

以
上
、
す
な
わ
ち
叫
均
年
間
月

9
nま
で
ゆ
一
場
一
前
滋
帯
嫌
畑
地
袋
異
会
事
務
胤
却

に
転
入
総
山
悶
を
捕
ま
せ
て
い
る
ぢ
に
市
〈
市
役
所
2
際
会
終
議
}

長
選
制
中
的
縫
挙
抽
出
が
あ
る
わ
け
で
す
。
ホ
究
所
行
政
途
絡
所
で
は
で
き

マ

投

繋

時

で

象

る

人

ま

せ

ん

か

ら

ど

注

す

〈

だ

呑

い

開
明
和
制
年
1
n月
詑
伐
材
ま
で
に
生
ま
札
平

nの
昼
悼
み
・
ホ
服
感
丹
午
後
・

た
汚
や
¥
前
年
m
N
R
9
臼
ま
で
に
松
村

m
a畷
ω
?
験
日
も
不
在
者
投
滋
が
で
き

子
市
へ
紙
人
総
を
し
引
き
つ
ヴ
喜
悦
却
ま
す
め
で
、
(
総
印
と
投
票
所
盤
機
縁

-
丹
羽
門
口
現
在
で
依
然
鐙
本
台
伎
に
毅
お
れ
た
場
合
も
湾
総
)
J
F持
参
し
主
〈

札
制
零
れ
て
い
る
ん
す
月
別
日
現
在

M
ち
い
。
一
小
室
者
投
再
燃
浴
務
総
老

で
市
外
れ
紙
山
田
L
た
方
は
今
図
的
市
能
人
ホ
i
ム
・
附
閥
立
保
護
説
明
に
人
2

て
い

選
挙
町
役
証
明
が
で
怒
ま
せ
ん
の
で
ご
絞
る
方
は
そ
の
場
所
で
ぞ
き
ま
す
。

就

く

だ

さ

い

)

智

綴

燦

即

日

関

銭

。

幻

自

午

後

7

時

V
不

機

嫌

糾

問

機

部

品

川

か

ら

伐

採

子

中

学

校

体

湾

総

で

e

凶
程
変
串
脱
税
は
、
や
ふ
抽
崎
市
部
遂
の
ほ
か

幕
後
出
府
内
償
却
資
家
と
し
て
機
械
と
装

窓
、
隊
総
物
、
単
組
制
と
運
搬
呉
、
市
ふ
自
判

明
僻
回
丹
と
鱗
誌
な
ど
め
所
有
者
に
も
務
総

怒
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
意
す
e

車
表
惜
閥
的
決
定
提
出
欄
問
機
は
1
月
泊

8
ま
で
で
す
が
、
準
務
島
壊
の
つ

J
フ

マ
三
月
町
田
ま
で
お
臨
J

惜
し
て
く
だ
き

る
ヰ
フ
お
緩
い
し
ま
す
。

申
込
湾
紙
が
ポ
着
、
不
自
品
約
一
時
合
は

鋭
校
課
寅
盛
綱
附
が
綴
へ
ご
連
絡
〈
だ
診

し

住
喝
賂
地
の

申

告

を

酬
明
和
問
年
中
に
出
思
議
円
砕
期
住
宅
と

務
関
市
伎
穏
で
緩
…
持
出
の
部
品
川
が
金
分
AW--s

以
上
)
参
議
緩
・
端
察
さ
れ
た
山
乃
は
、

ふ
・
一
地
内
議
税
が
ル
院
議
問
m地
と
認
定
さ
れ

騒
滅
容
れ
ま
す
の
で
1
判
月
来
日
ま
で
に

408 



(3) 

掛
抑
制
酬
の
名
斡

m
w
品
開
銀
徴
舷
府
市

@
建
築
館
開
総
滋
知
骨
悶
(
等
し
)

建
物
内
装
議
絵
本

乙
}

震持

掛
附
求
先

勤
務
先
‘
捕
時
糊
支
払
然

ご
自
身
ぞ
れ
抑
持
ち
か
骨
続
殺
精

子
繋
法
政
岬
昌
明
我
孫
チ
山
ω泌氏問

我
孫
芝
市
役
餅
市
邸
内
課

関
電
地
行
が
共
開
門
し
て
説
明
会
を
同
開

削
闘
し
ま
す
の
で
企
鴇
へ
お
い
で
く
だ

き
い
。
V
U
H
時
2
汚
5
日
〈

時
随
分
か
ら
4
時
ま
で

w
v
金
婚
商
工
会
総

〈課税課まま85田1111内線334)

穆訟の知識

間
草
分
か
ら
こ
の
控
除
め
綴
酬
明
少
受
け
ら

れ
る
方
で
民
間
的
銀
行
(
住
宅
金
融
公
雄

等
は
人
り
ま
せ
ん
)
な
ど
か
ら
然
綴
期
間

意
以
上
円
借
入
暴
け
て
重
量
を

取

得

し

、

都

総

償

還

金

額

が

油

4

b

m

門

金

総

昭

和

m

m

年

分

附

与

税

問

臨

ι
皆
と
日
制

見
出
陣
ほ
内
I

l

i

-

-

i

t

叫

慨

は

、

昭

和

弘

年

A
l
t・
2

相
官
家
康
競
技
対
側
俊
明
骨
盤
一
五
在
韓
防
設
計
難
者
奪
月
間
n
u
ま
で
に
。

ー

協

同

議

議

担

問

絞

り

侍

1

「
1
1
1
1
1

襲
撃
中
に
奴
人
か
ら
管
内

中
出
怒
明
晴
樹
」
と
寸
公
共
事
業
用
情
綴
の
土
地
等
の
明
貝
取
り
材
料
明
書
、
を
こ
え
る
討
議
宇
も
ら
っ
た
人
は
喝

の
爽
取
り
ま
証
明
縫
い
山
間
終
地
係
省
め
合
理
化
の
た
め
幾
城
宮
崎
事
統
的
臨
ん
量
的
役
浴
と
納
税
を

山
問
符
定
土
抱
延
納
総
務
事
業
の
た
め
に
ど
れ
ぞ
議
液
し
た
場
合
間
紛
凶
年
2
丹
Z
U
M
か
ら
3
月
間
日

土
搬
な
Y
思
議
棉
惜
し
た
場
合
寸
務
総
際
世
刊
の
A
R
理
化
世
年
記
附
附
す
る
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
幼

長

室

地

区

襲

撃

警

の

た

詩

慨

闘

い

読

相

手

5

完

全

ニ

え

て

い

て

、

め
の
土
地
率
的
関
駁
り
証
明
世
闘
い
民
そ
の
他
、
交
換
特
定
的
事
索
開
崎
町
拭
一
時
に
約
め
る
こ
と
が
回
出
臨
時
な
埼
合

同
特
段
住
宅
地
造
成
機
殺
な
ど
の
た
め
緩
め
関
換
な
ど
の
評
判
慌
の
務
例
に
つ
い
は
各
部
以
内
で
年
紙
M
抽
出
制
が
怒
め
ら

土
地
な
ど
を
織
殺
し
た
場
合
て
は
税
務
穏
に
お
滋
ね
く
だ
さ
い
。
れ
ま
す
の
で
税
務
議
じ
お
尋
ね
〈
口

問

諮

問

草

分

離

誼

時

得

的

笠

宮

山

制

「

特

定

住

宅

地

造

成

事

畿

勢

の

た

め

診

い

e

制
怖
は
間
唱
和
制
草
2
ω
月
捕
ま
ら

3
A
t
h
I
t
r
i
f
t
t
z
h
i
-
-
i
t
t
t

ロ

ロ

ま

で

ι

a

E

'

'

i

l

t

m

j

も

F

T

る
こ
と
が
で
き
ま
す
尽

話
回
年
中
に
総
議
剖
聞
の
あ
っ
た

J

繍

明

義

普

障

す

撃

貯

JW舎
⑪

純

一

雲

露

戦

し

援

し

人

は

、

器

禁

2

2

z

-

i

A

瀦

概

離

課

瀦

線

鶴

附

断

書

君

主

要

が

ま

と

日

開

ま

で

に

能

的

事

主

に

確

定

泌

総

露

説

慨

審

議

署

訪

2
2童
話

3

露

呈
口
容
を
縛
出
し
て
納
税
し
な
け
れ
ば

-

4

・

に

わ

た

っ

て

機

次

各

年

内

続

得

ケ

h

…
な
り
ま
せ
へ
所
得
絞
め
綴
定
患
露
。
絡
協
申
告
と
は
た
総
捗
は
会
談
必
要
経
繁
ぷ
な
り
ま
す
a
綴
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
m

一
は
三
位
熔
ん
と
ぷ
談
議
税
用
」
を
所
得
税
は
、
帥
読
者
が
宮
家
、
所
持
②
脊
-
色
申
告
総
臨
時
ま
た
、
続
年
e
u
変
色
皇
口
を
し
て

一
使
用
し
ま
す
的
で
必
子
排
除
持
て
か
-
h
提
ゑ
判
然
し
て
、
そ
の
所
得
に
対
す
る
税
符
品
開
ι

窓
口
を
し
て
い
る
人
は
裕
一
俸
い
る
人
は
、
数
央
銀
を
惜
別
日
略
的
所
得

Z
Lて
く
だ
さ
い
砂
ま
た
「
建
内
相
借
金
を
去
る
「
副
会
納
税
制
度
…
?
に
国
万
里
帰
後
警
に
上
乗
せ
し
て
か
ら
控
除
し
、
服
役
納
付
し
て
い
る

一

に

つ

い

て

的

義

台

主

主

義

っ

て

い

を

遣

に

益

三

ま

す

。

草

分

的

所

室

内

還

付

会

長

け

る

一

山

臨

し

て

〈

だ

さ

い

。

事

主

主

主

的

て

き

る

人

が

と

だ

し

、

止

に

請

す

る

「

み

な

し

こ

と

も

で

き

ま

す

a

…
鰻
拙
叫
が
次
的
ト
ホ
可
?
な
場
合
に
は
「
務
1
ν
八
で
も
多
く
な
る
よ
う
い
い
、
知
日
的
法
人
課
税
い
を
選
択
し
た
場
合
誌
こ
の
@
総
燃
は
蜘
閥
単
で
す

一
得
絞
め
殺
定
申
告
縫
い
に
淡
務
条
文
を
鍛
引
を
部
品
綴
し
、
そ
の
綴
簿
に
よ
っ
て
終
験
日
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
絞
殺
の
方
法
に
は
、
次
め
よ
う
な

…
統
一
戦
し
、
必
硬
な
絞
一
明
野
を
泌
総
内
廷
し
く
絞
舟
ゑ
引
算
す
る
人
に
は
税
金
③
み
な
し
淡
人
総
税
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
等
の
お
胤
時
ね
』
に
所
付
め
う
え
縫
山
叫
し
を
糠
〈
し
た
り
、
い
ろ
い
ゑ
句
利
な
級
断
得
か
り
事
挙
主
総
餓
ル
品
問
除
し
て
総
淡
式
簿
記
に
よ
る
も
向

日
時
一
て
く
だ
さ
い
。
い
牢
す
る
こ
と
じ
な
勺
て
い
ま
す
ロ
残
村
山
は
法
人
と
問
問
と
よ
う
な
柵
持
続
行
総
由
回
開
義
務
総
に
よ
る
も
町

ー
一
山
自
分
的
倹
ん
で
い
た
際
伎
潟
掛
附
滋
を
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
は
拘
禁
激
的
を
佼
け
る
吋
み
な
し
法
人
総
統
」
の
方
約
滋
念
式
蜘
問
易
得
総
に
よ
る
も
の

九
一
線
機
し
た
場
合
納
税
者
と
ぽ
協
約
し
て
務
い
色
町
串
告
綴
淡
を
一
選
沢
す
る
ニ
と
が
で
き
ま
す
岱
総
和
田
年
4
詩
的
税
法
改
正
に
よ

則
一
ニ
問
符
開
問
的
適
照
を
受
汁
ヰ
ヲ
と
す
を
縫
出
し
て
い
た
だ
〈
こ
と
に
な
っ
て
事
裁
れ
の
較
的
酬
額
は
準
撲
の
櫛
鵠
や
っ
て
、
す
べ
て
の
青
色
申
結
晶
備
が
⑬

…
る
刷
物
的
住
民
擦
の
啄
し
〈
醗
波
資
産
的
い
ま
す
。
総
帥
問
、
収
益
め
い
状
欄
叫
に
照
ら
し
て
、
ふ
め
簡
易
簿
記
は
よ
る
相
臨
機
で
よ
い
こ

鯵
一
所
在
地
問
市
前
後
か
ら
峻
緩
め
筒
か
ら
と
れ
を
「
務
色
申
告
L

L

C

時
ん
で
い
さ
わ
し
い
制
酬
で
あ
る
こ
と
が
必
獲
で
す
。
と
に
な
り
ま
し
た
n

臨

一

2

か

丹

後

に

発

行

さ

れ

た

も

め

)
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絞人埋ま得て、問機能者としeてg
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セット機械・総本 3f手
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自苦手D54年察lニ挽孫子総tJ発注す

る工事、 t電車':It主(J物語司署警の海人収
入札参泌較するおi謀、決のとおり

競争入摂ゆた8重要材現時議議そ燦出し

て下さい。主主治、申議欝淡語審と己習

隊長室名の対喜重{と含まれ在京せんので

注意して下記5L.¥0 

炉受付員持総 額約例年21'れ 8it
ら28Eヨ主管で
惨翌豊t昔話霊長野 陥没頭線豪華慾財政務

綾銅係〈族之京港関係{草、水道義務

害義務課思議総{宍へ銭湯〉

1>申義母華霊犠式 隊員重定緩まt
砂}舗E定申務総F轄紙 西吉事訂以ま辛守月

絡協力ら2::奇28臼;;:1士、市役額約
総合李総務及び水道議議事1e.1'時議レて

ありさますs

守芸部 5∞円 〈約三主謀‘z)く議室s)
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守問2681ま関澗24:(:手2義務毛筆愈堂
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この5努J<:1~1l'l1't.i'Xアーと定めて

います。若手社仏閣給食記長ヨの1立近

で1;;):日〈め始末老若絡に気をつi立て下

ささい。まだ文化黙の所鰯衡の方々

l設、おも足立当事慢の強{とをお毅いいだ

します。

栂峨所持議量襲警翠
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弱体の銭安事害容のへい雰普及lifし示
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治療湾総{語、主患を控訴つのがー幾

CgtJ、餓も適IA芝方法を傑控室夜、

熊111議待望室':1::1投了ノター〈惜0472-
63-38引〉で浴草書していさE守Gちて?
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ia蹄級建IHv在守りましょうi
阪蕊室長[てよる一夜遜毒事後71増えて

います11、務自主の約総務iぷ白華去題韓

華!!.E自主曹の滋尖!とよるもので:Q'

差点T:(J)安全不綴議選、 E霊長野証書置、

お眠爵t主総灯火、主要事争い滋転な
せ三百Dij君臨がをヨ11<ヨ主喪主Jo

家族みんおで密議慾寺v問の10叩

ル校時っ、自転居絞め浸透事主主管主主

くしをましょう袋

傍受差点おより量11'う鈎での安全喜重

苦習をする。法芝、 el章義母屋演断絡の

あるtヱごろ{言、 t説、宅iE詰転耳菱総数字普

(J)遂行者。

家主何者専¢合言霊i謀緩め!こiE
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1> r装警章主l:!!専問Jや rEi厳重担およ

ul長行者毒事録J のI票議じりある送:1Il

1革、擦識の話活者5遵~は、襟主主{とし

'"がって五現行する。

惨ライトやゴレーゴ干の点検警護織を

する。

惨話器在室究んだら重軽ら怒いの

ていさます。

線級業務i在、さ!3t島会内て?守:寿吉f口

約ら午後ヰ絡までずすっていま2すむ

11ートブ…の申し込みi革、額損控本

人と約絞E賓とのぬ緩ガ11)，¥重要で手。

さ聖主主、来所関重量怠DI~はどおき霊福

談宥主主義主vcいます。綴皇室巳あだ
コての奇襲ノへのき主君主l革、 産霞守いZ乏し

ますので、ご主主義棄にご制問〈主ささき

い。理主d'i、相副所の長高校娘、聞い

をきわ世先俗芸qのとおりマザ。

修罪事合t空 襲需主警告主事禁議喜望幸福祉!務重量
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ちなんでねト附糟集し ¥'1 .... 号制向性
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生活苦報淡(J)美化やE当時主主要望竜(J)保護

会主替の防広毛主将びかけるもの。

め長華僑村料 特ごF主活時受主主し、@大

慾さ 転芸技lcnx犠40部11霊皇室

関宰文の語草を拘要事訟をちtJtt
んでいる街をぼうし主主をう蒸しく守

るよごと11でせきめか、 を雪然E豊雄電を保
護草するにはどうしたらよいか、公

喜善:(tg害状でするIe.I革そうしだらよい

かなぽ毛筆表現してくださし¥0

の後憾の主主事実 4∞字喜義務察署用紙
10枚以内

1>霊童望書 堅議内の中 総等学絞!と在

学中o主主総及び殿内{士容を長更するD
1o:d議較でぞ::.w畿でさま可。
炉事事事D 3i'l15iひまで
験送材先手頭市街替語録守番1惣

〈〒2e日…91) 不要職中央郵務総払

護者主総主若 干言葉害義務事豊富毒綴話事害者室

係証書て 器号472(23)ヰ設さ立 4e4渇

(住宅金滋公鱗形住宅麟〉

砂貴重重量 罪11ll貯事詩在している豊田労

苦警 (3年以 そのま室主筆ガ50

2主将以上あるヱラ3
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1>利率fl"6.32%(今後の金綴織

害事(J)~変動!とより互主主整守ること11お

りま

炉滋軍雪量語罪事 事訴築住守喜一木支室25年

以内、 高司華君子詰3記者悪霊霊法年i試F宅、 ?繁

火信濃淡王手以内争中日告住宅一均年

以内。住宅設話題幼年以約

事惨滋章者方法 3主総i告等筋肉払いま

だi革元fJJlJ毒事館荷主主いなボーナス

払いの係長持

1>義革命tt公懇談事草取扱f量級事費廃
まだは住宅翁徽公軍事へ

量産や火事車検の絞警警11おろそか

iと怠り紛れぬ事故や滋銭!こまろこ〉だ

りしきまぜ。双(J);'ごとにE主主慈してく

だささい。

。8lCの潔霊安{品、所持寄干窃を雪まげたさ

再三人11、鋭を分量草して縫の燃え

0ッn-I~保債売すること。 "'J，三ヲ
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